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「債権管理・回収実践研修（Ａ･Ｂ）」
　
～ 延滞債権の発生防止、固定化債権の回収促進やＪＡ等への管理・回収指導力を身に付ける講座
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○研修のねらい（こんな時）

延滞債権の発生阻止と切な管理による固定化の阻止そして固定化債権の整理・回収の促進は金融機関経営の重要な課題であることはいうまでもありません。　
このため、信連・ＪＡ等の融資担当者や債権管理担当者にとっては、固定化債権管理・回収等への適切かつ迅速な取組みが常に求められています。
本研修では、債権管理・回収の実務家（銀行出身、現在は、サービサーの顧問弁護士）を講師に、延滞発生時の初動対応、相殺・競売・差押えの実務、法的倒産手続等を学ぶことによって、固定化債権の回収促進やＪＡ等への指導能力の向上を図ることを目的としています。
· 想定する受講対象者

信連等の融資・審査部門で債権管理・回収を担当する職員またはＪＡ等指導・相談部門で同業務の指導を担当される職員の方
· 考え方（研修の骨格）

講師作成の事例問題をベースに資料や参考テキストを使いながら、①業態悪化から期限の利益喪失までの対応、②期限の利益喪失から法的整理までの対応（担保不動産の調査・処分等）、③法的整理（破産手続、民事再生等）、④相続の発生と債権の管理・回収 等につき、法務知識等を中心に学んでいただきます。
また、債権・管理回収においては、法令・判例を調査することが必須であるため、判例付金融小六法の実務における使用方法も併せて学びます。
· 関係者の声


· 研修講師紹介
○研修プログラム（予定）
	
	セッション名
	内　　　　容
	講　　師

	【１日目】

	12
　

13

19
	（12:50集合）
	
	・瀬戸講師

	
	＜開講＞

〇業態の悪化

○期限の利益喪失から法的整理まで
（17:30終了）
	・業態悪化の把握
・業態悪化後の経営モニタリング

・業態悪化から期限の利益喪失までの対応
・期限の利益の喪失後の債権の管理

・担保不動産の調査
	

	
	（経験交流）
	（4階ダイニングルーム）
	


	
	セッション名
	内　　　　容
	講　　師

	【２日目】

	9

12
13

18
	（つづき）

	・法的整理までの回収方法
・担保不動産の処分（任意売却交渉）
	・瀬戸講師

	
	（つづき）
○法的整理
（17:30終了）
	・法的整理への道筋

・法的整理の種類とその意味
・破産手続について
	

	
	
	
	

	【３日目】

	9

12
13
16
	（つづき）
○相続の発生と債権の管理・回収
	・民事再生について
・個人の法的整理について

・相続発生時の対応

・融資取引の相続の原則
	・瀬戸講師

	
	（つづき）
（15:40解散）
	・債務承継の方法
・融資先の死亡が保証取引に与える影響

・保証人が死亡した場合に融資取引に与える影響

・融資先の死亡が物上保証取引に与える影響

・物上保証人が死亡した場合
に融資取引に与える影響 等　　　　
	


（注）第１日目の研修終了後「経験交流会」を開催いたします。
○ 募集人員

　　　定員　３６名
· 　応募人数が定員を上回った場合は、受講をお断りする場合がありますので、予めご承知おきください。（受講をお断りする場合は、開講の1カ月前までにご連絡します。）

· 　正式なご案内は、事務の都合上、3週間前頃の送付となりますので、1カ月前までに連絡がない場合はお申込みいただいた内容で受講準備をお進めください。
〇日程（各班とも３日間）
	班
	日程
	会場
	宿泊場所

	Ａ班
	2020年1月22日（水）13:00

～24日（金）15:30
	農林中央金庫

品川研修センター
	農林中央金庫

品川研修センター(注)

	Ｂ班
	2020年2月12日（水）13:00

～2月14日（金）15:30
	農林中央金庫

品川研修センター
	農林中央金庫

品川研修センター(注)


(注)宿泊人数の関係で近隣ホテル等での宿泊となる場合がありますので、予めご承知おきください。
＜集合日時＞
各班とも12時50分までにお集まりください。なお、集合日の昼食は準備しておりませんので、各自でお済ませください。

· 参加費用（予定）（消費税10%込）

	
	Ａ班・Ｂ班
	備考

	受講料
	４２，７９０円
	教材費を含みます

	宿泊代
	　２，０００円
	

	食事代
	４，８００円
	研修期間中の朝食・昼食・夕食代（研修初日の経験交流を含む）

	合計
	４９，５９０円
	


· 参加費用は、今年度(2019年度)下期から受講後の支払いに変更させていただきますので、ご留意ください。

· 申込みの方法
１２月１３日（金）までに以下の方法でお申込みください。
	お申込み
	申込方法

	信農連・１ＪＡ県ＪＡ
	「研修申込・履歴管理システム」によりお申込みください。

	農林中金本支店・営業所
	N-Styleにより農林中金系統人材開発部へお申込みください。


以上

２０１９年度





 延滞債権の発生防止、固定化の阻止について、実例を基に学びます。





 延滞債権の適切な管理と固定化債権の整理・回収の促進等に役立つ法務知識を身に付けたい方。





 信連等の融資・審査部門で債権管理・回収を担当する職員，およびＪＡ等指導・相談部門で同業務の指導等を担当する職員の方のご受講をお奨めします。





相続法改正、債権法改正等についても、併せて学びます。














○ 日程：（Ａ班・Ｂ班とも３日間）


（Ａ班）2020年 1月 22日（水）12:50 ～ 24日（金）15:40


（Ｂ班）2020年 2月 12日（水）12:50 ～ 14日（金）15:40





○ 場所


（Ａ・Ｂ班）


農林中央金庫品川研修センター（宿泊場所も同じ）


　　　（住所）東京都港区港南２－１０－１３


　　





（瀬戸講師から）


延滞債権を適切に管理して、回収すべきものは回収し、その後、きちんと最終的に処理するには、その時々に応じた適切な対応が求められます。


きちんと管理・対応しないと、いつまで経っても「そのまま放置」ということになりかねません。


本研修では、延滞債権について、その発生（初期）から期限の利益の喪失（中期）を経て破産などの法的手続（終期）まで時系列で、実際の事例を交えて勉強していきます。


実際の事例にぶつかったときに、本研修で得た知識は必ず役に立つものと思いますので、積極的にご参加ください。





（昨年のアンケートから）


○債権者、弁護士、裁判所など様々な立場からの考え方や見方を学ぶことができたと思います。驚くような事案を聞くことができ、今後の業務等に生かせればと思います。


○先生の経験に沿ってお話して頂いたため、イメージし易かったです。一定の回収経験のある職員にとっては、さらに知識を深めることができるため、この研修を推奨したいです。


○実務の裏側を知ることができた。通り一編の事務では対応できないことも多くあることを知り、ケースバイケースの対応も必要であることが学べた。


○グループ検討等により他県の方の考え、実務がわかり非常によかった。








瀬戸　祐典 （せと　よしのり）


＜略歴＞


　みやこ債権回収株式会社顧問弁護士。平成６年に富士銀行（現みずほ銀行）に入行後、平成14年に司法試験に合格、平成17年に弁護士登録（東京弁護士会）し、翌年（平成18年）みずほ銀行を退職。専門分野は、企業再生コンサルティング、債権管理・回収、債務整理、破産管財。経済法令研究会の派遣講師として活躍されている他、他行金融機関の講師としても活躍中。





【本件にかかる照会先】


株式会社　農林中金アカデミー


　研修運営部　　山口・伊藤・安達


（電話　０３－３２１７－３４２５）











